
           食の安全・市民ホットライン 過去活動の紹介 

2010年 シンポジウム は無事に終了しました。 

       お陰さまで論議も活発で、盛会でした。 

関西シンポ ２０１０年１０月１６日（土） 

東京シンポ ２０１０年１０月２３日（土）  

 食の安全・市民ホットラインの提案 

－消費庁「事故情報データバンク」を検証する－ 

シンポジウムの内容 

基調講演と提案 

１）「事故情報データバンクを検証する」、＜関西＞菅聡一郎（弁護士）、＜東京＞山浦

康明（日本消費者連盟事務局長） 

２）「主婦連に寄せられる苦情について」＜東京＞山根香織（主婦連合会会長） 

３）「食の安全情報と消費者の権利－市民が作るホットラインの意義」、＜関西＞＜東京

＞神山美智子（弁護士） 

４）「食の安全市民ホットライン」の提案」、＜関西＞＜東京＞山口英昌（美作大学大学

院） 

パネルディスカッション 

 



主催、共催、後援 

主催：「食の安全・市民ホットライン」シンポジウム実行委員会 

共催：食の安全・監視市民委員会、全大阪消費者団体連絡会、食の安全監視市民委員会、大阪から

公害をなくす会, 

おおさか市民ネットワーク、大阪食品安全研究会、美作大学大学院・食環境科学研究室、日本消費

者連盟、 

主婦連合会、遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン、食政策ビジョン 21 

後援：日本の伝統食を考える会、日本科学者会議･食糧問題研究委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



お蔭さまで、無事終了しました。 充実した議論ができました。 

 

2011 年 

食の安全・市民ホットライン発足 1 周年＆出版記念シンポ

ジウム 

 

 2011 年 11 月 19 日（土）          

 13：30～17：00 （開場 13：00） 

 東京 総評会館 404 号室 

 

主催：「食の安全・市民ホットライン」シンポジウム実行委員会 

 

 

 

ホットラインの発足 1 年 4 ヶ月を記念した、シンポジウム

（大阪）は、2012 年 2 月21 日（火）は無事終了しました。 

            

 

 

 

 

http://fsafety-info.org/osaka2012-2-21smpo.pdf
http://fsafety-info.org/osaka2012-2-21smpo.pdf


 

2012 年 3 月 19 日（月）開催、全国消費者フォーラム（主

催：独立行政法人国民生活センター）にて、ホットラインの活動を

報告しました。 

 

報告後の講評では、「分科会の中でも、非常に重要な報告だった。ホットラインのシ

ステムは意義深い手法なので是非、今後バージョンアップして欲しい。もっとも効果

があるのは、内部告発を受けることだろう。ハードルも高いかも知れないが、前向き

に検討してほしい。懸念があるのは組織だろう。しっかりした組織に根ざさないと安

定した運営ができないのではないか」との評価をいただきました。 

 

＜演題＞消費者の手による食の不具合情報の一元化と公表 

  -「食の安全・市民ホットライン」により食の安全をめざす- 

 

＜開催日時＞2012 年 3 月 19 日（月） 12：30～ 17：15 

＜会場＞アルカディア市ヶ谷（私学会館） 東京都千代田区九段北         

 

 

 

 

 

 

 

 



ホットラインの発足 2 周年と出版を記念した 

シンポジウム を 2012年 10 月 13 日に開催しました。 

    

「情報が食の安全を守る」を 2012 年 9 月に上梓しました。 

食の安全に情報がいかに大切かを考える書で、ホットラインのコ

ア団体や協力団体の皆さんと執筆しました。 

 

発行：旬報社 1,365 円 

 

 

 

 

 

 

http://www.junposha.com/catalog/product_info.php/products_id/789


お蔭さまで、シンポジウムは 2012年 10 月 13 日に、無事に終了しまし

た。   

食の安全・市民ホットライン発足２周年＆出版記念シンポジ

ウム 

         ～情報が食の安全を守る～ 

 食品に関する「不具合」情報を市民自ら収集し発信する画期的な取り組み「食の安

全・市民ホットライン」発足から、まもなく 2 年が経ちます。この間、市民の方々か

ら寄せられた情報は表示偽装や食品事故など多岐にわたり、関心の高さ、問題の根深

さが明らかになってきました。さらに、2011 年 3 月の福島第一原発事故後、放射能

汚染という新たな問題も加わり、食品に関する「真の」情報を求める声は日増しに高

まっています。 

 そこで、これまでのホットラインの活動を振り返るとともに、私たち市民が求める

「正しい」情報、そしてホットラインに期待されることなどについて議論するンポジ

ウムを開催します。今回は、当会の運営委員も執筆者として加わった「ホットライ

ン」に関する書籍『情報が食の安全を守る』の出版記念も兼ねています。ぜひお誘い

合わせのうえ、ご参加ください。 

 



 

＜プログラム＞ 

●基調報告「ホットラインと消費者の権利」 

  神山美智子（弁護士、食の安全・監視市民委員会代表）  

●「消費者安全法改正」について報告 

 消費者庁消費者安全課 課長補佐 白石裕美子 

●パネルディスカッション 

パネリスト 

 山根香織（主婦連合会会長） 

 金田直樹（消費者庁消費者安全課企画官） 

 中島貴子（国際基督教大学非常勤講師） 

 山口英昌（美作大学大学院教授、ホットライン事務局担当） 

 西原崇文（ホットライン ネットアドバイザー） 

コーディネーター 

 山浦康明（NPO 法人日本消費者連盟共同代表） 

主催：「食の安全・市民ホットライン」シンポジウム実行委員会 

共催：食の安全・監視市民委員会、日本消費者連盟、主婦連合会、美作大学大学院・

食環境科学研究室 


